
箆

生

踏

抄

問
中
山
六

養

生

秘

抄

一
会

」
れ
も
今
停
は
ら
や
7

。

‘
俄
避
羅
紗
十
七
に
、
養
生
一
脳
裏
抄
腕
…
駐
廿
臨
む
一
蜘
一
方
、

と
あ
、
り
て
、
養
生
要
集
を
引
き
た

b
。
蓋
し
こ
の
書
の
事
な
る
ぺ
し
。

、
A

• 

e
i
-
-

'

1

J

9

1

、

E

岨-
-
B
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、

思
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a 

-
五

陰

陽
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ノ、

甲

六

貼

滋
岳
川
人
撰

今
俸
は
ら
ね
ば
、
詳
な
ら
ね
E
、
六
甲
に
よ
り
て
、
吉
凶
を
占
ふ
も
の
な
る
ぺ
し
。

六
甲
は
、
序
例
抄
に
、
「
甲
子
、
甲
戊
、

甲
申
、
甲
午
、
甲
辰
、
甲
賀
也
、
日
々
に
?

A

Y

也
」
と
あ
hJ
て
、
干
支
の
六
甲
を
い
へ

hJ
。
日
本
見
在
書
目
録
暦
数
家
に
、

「
六
甲
一
」
、
五
行
家
に
、
「
六
甲
左
右
上
符
一
、
E
E
国
一
」
、
な
E
を
の
せ
た
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
て
撰
ぴ
た
る
も
の
な
る

ぺ
し
。

こ
の
書
の
事
は
、

新
撰
六
句
集
に
、
斯
依
滋
岳
川
人
、
貞
班
十
三
年
奉
勅
、
六
甲
撰
活
之
、

と
見
え
た

h
。

著
者
滋
岳
川
人
は
、
文
徳
、
清
和
の
雨
朝
に
仕
へ
、
炭
〈
陰
陽
串
に
達
し
、
宿
隠
遁
甲
の
術
に
長
じ
た
る
事
、
類
来
図
史
、

今
昔
物
語
等
に
見
え
た
り
。

〆、

甲

百
九
七



ふ
品
医
務
経

槌

機

経

宅

肝

経

占

零

時

決

四
九
九

世
要
一
動
静
内
総

指

常

宿

硲

経

新

術

指

甲

香

四
九
八

世

要

動

静

経

巻

同
撰

柴
崎
文
庫
本
以
下
、
。
読
本
世
要
。
ニ
字
な
し
。

今
停
は
広
ね
ば
、
い
か
な
る
も
の
と
も
知
h
難
し
1

こ
の
害
の
事
は
、

三
代
貫
録
に
、
貞
観
十
六
年
五
月
廿
七
日
甲
究
、
従
五
位
上
行
陰
陽
頭
宋
陰
陽
博
士
安
塾
櫨
介
滋
岳
朝
臣
川
人
卒
云

々
、
川
人
作
世
要
動
静
経
三
巻
、
指
掌
宿
躍
経
一
港
、
滋
川
新
術
語
甲
書
ニ
港
、
金
橿
新
経
三
港
、

と
あ

b
。

指

掌

宿

曜

経

A
せ

同
撰

宿
躍
は
、
九
曜
二
十
八
宿
に
よ
り
て
、
吉
凶
を
観
測
す
る
誌
な
り
。
こ
の
書
は
、
日
本
見
在
書
籍
目
録
五
行
家
に
の
せ
た

る
新
撰
宿
開
催
問
艇
を
解
説
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
こ
の
香
の
事
は
、
上
の
三
代
貫
録
議
胸
脚
認
に
見
え
た
h
J
O

新

術

遁

甲

書

二

巻

同
撰

遺
甲
は
、
式
占
の
一
に
し
て
式
盤
を
用
ひ
て
、
吉
凶
を
占
ふ
も
の
な
り
。

日
本
見
在
書
籍
目
録
五
行
家
に
見
え
た
る
、

「
遁
甲
六
、
2

2
一
一
、
喜
怒
宇
抑
制
2

2
一
雲
仙
一
等
撰
」
等
に
よ
り
て
、
撰
ぴ
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
、
こ
の
害
の
事
も
、
前
掲
の
三
代

貫
録
に
見
え
て
、
滋
川
の
ニ
字
を
冠
し
た
hJ
。

金

匿

新

経

巻

同
提

令
一
匿
は
、
寅
帝
金
匿
に
し
て
、
結
日
本
紀
天
平
賀
字
元
年
十
一
月
の
勅
に
、
「
陰
陽
生
者
、
周
易
、
新
摂
陰
陽
書
、
寅
帝
金

匿
、
五
行
大
義
榊
並
臆
任
用
、
」
と
見
え
た
り
。
日
本
一
見
在
書
籍
目
録
五
行
家
に
、
「
寅
帝
詰
金
一
段
経
十
、

2

2
金
一
位
疏
四

隅
氏
」
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ

b
て
、
撰
び
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
こ
の
書
の
事
も
、
前
掲
の
三
代
貫
録
に
見
え
た
h
J
。

枢

機

経

陰
陽
祭
給
八
位
下
暦
志
悲
運
猪
養
撰

-
今
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
詳
な
ら
子
。
日
本
見
在
書
籍
目
録
五
行
家
に
、
「
六
壬
式
枢
機
経
二
巻
」
と
見
え
た
る
も
の
と
同
じ

〈
、
式
占
の
一
種
な
る
ぺ
し
。
著
者
の
事
歴
詳
な
ら
4
7
0

暦
士
山
悲
連
と
い
ふ
姓
氏
も
問
え
ぎ
れ
ば
、
新
撰
姓
氏
録
に
載
せ

た
る
志
悲
運
、
中
区
士
山
斐
語
、
阿
部
志
斐
連
な
ど
の
設
に
で
も
あ
ら
ん
か
。

宅

肝

経

巻

滋
岳
川
人
撰

ト
占
に
閲
す
る
も
の
な
る
ぺ
げ
れ
ど
、
今
世
に
停
は
り
た
る
も
の
あ
る
を
聞
か
ぎ
れ
ば
、
詳
な
ら
や
J
@

占

事

略

決

同

晴
明
朝
臣
撰



占
察
、
略
決

ト
占
の
事
を
書
き
た
る
も
の
な
り
。
ぞ
の
篇
目
左
の
却
し
@

四
課
三
停
法
第
一

課
用
九
法
第

天
一
治
法
第

十
干
附
柔
法
第
六

課
支
干
法
第
八

十
二
支
陰
陽
法
第
七

相
生
相
抵
法
第
十
一

五
行
相
刑
法
第
十

五
行
相
破
法
第
十

日
鬼
法
第
十
六

五
行
敷
設
第
十
八

干
支
数
法
第
十
七

十
二
一
一
博
法
第
廿

一
人
間
五
事
法
第
廿
二

知
目
安
行
年
法
第
廿

廿
五

舟
六
卦
所
主
大
例
法
第
廿
六

占
病
刷
所
法
第
廿
七

占
産
男
女
法
第
品
川

占
待
人
法
第
品
川

占
盗
失
物
得
否
法
第
舟

信
否
法
第
舟
四

占
有
雨
否
法
第
舟
五

占
暗
法
第
舟
六

こ
の
書
の
事
は
、

五

O
O

十
二
時
所
主
法
第
四

十
二
月
賂
所
主
法
第
五

王
行
王
相
等
法
第
九

所
勝
王
法
第
十

日
財
法
第
十
五

日
徳
法
第
十
四

五
行
干
支
色
法
第
十
九

十
二
客
法
第
廿

空
亡
法
第
廿
四

知
吉
凶
期
法
第

占
病
死
生
法
第
廿
入

占
産
期
法
第
廿
九

占
六
苔
亡
赴
法
第
舟

占
聞
事

長
秋
記
に
、
大
治
四
年
五
月
十
八
日
乙
未
、
午
始
参
内
、
依
設
勝
詩
先
参
院
、
以
帥
前
円
所
申
請
ト
書
居
ぜ
上
、
件
寄

と
見
え
た
り
。

名
占
事
略
決
也
、
世
間
流
布
本
也
、
然
而
先
朝
以
御
自
筆
、
書
出
勘
物
給
、
何
殊
被
敬
重
、
而
有
借
忠
也
、

ま
た

先
朝
は
、
堀
河
天
皇
に
ま
し

f
k、
天
皇
震
筆
を
染
め
給
ひ
て
、
こ
の
香
の
勘
物
を
出
し
給
へ
り
。

花
園
天
皇
は
、

花
園
院
御
記
に
、
正
中
元
年
十
一
月
四
日
丁
亥
、
泰
世
持
参
度
長
、
先
日
依
召
・
也
、
又
畠
ト
笠
事
、
占
事
略
決
一
帖
進

ジと時事占

置
之
、
閑
見
可
返
之
由
仰
了
、

と
記
し
給
ひ
て
、
閲
覧
し
給
へ
り
。

著
者
時
明
は
、
大
路
大
夫
安
倍
盆
材
の
子

(寂所氏怨利回前位侯〉

な
h
。
賀
茂
忠
行
、
保
患
の
父
子
に
就
い
て
、

陰
陽
推
算
の
術
を
皐
ぴ
、
‘
村
上
天
皇
以
下
五

朝
に
仕
へ
、
従
四
位
下
、
天
文
博
士
、
大
路
大

夫
、
右
京
大
夫
、
播
磨
守
と
な
L
Y
、
克
弘
二
年
、

八
十
五
に
て
卒
去
せ

b
。

こ
の
書
は
、
長
秋
記
に
、
「
世
間
流
布
本
也
」
と
あ
れ

E
、
今
は
惇
本
稀
に
し
て
、
僅
に
前
田
侯
岱
家
所
掠
の
古
詩
本
あ
る

の
み
、
同
古
寓
本
は
、
土
御
門
泰
緬
よ
h
y
、
前
田
綱
紀
に
贈
り
た
る
も
の
に
で
、

門
司
耳
カ
J
V

奥
書
に
、
点
臆
六
年
五
月
七
白
書
誌
之
革

(
花
押
)

右
之
一
巻
、
安
倍
泰
統
其
翰
無
疑
、
雌
魚
歴
代
之
家
臓
、
今
依
所
望
之
子
細
呈
之
、
魚
後
家
資
禿
筆
於
其
終
長
、

延
賀
八
峨
六
月
廿
八
日

L
a
寸
己

J

7』

}

O

T
〈
雪
R

，tJ
i
、t
d

占

事

略

決

安
倍
(
花
押
)

主

O 



際

林

主

O

f霞

林

十

巻

賀
家
抄

暦
道
の
書
な
b
。
こ
れ
も
今
俸
は
ら
?
。
賀
家
は
賀
茂
家
に
て
、
保
憲
の
若
じ
た
る
ち
の
な
り
。
こ
の
書
の
事
は
、

楳
記
に
、
寛
弘
六
年
五
月
一
日
乙
卯
、
今
朝
休
港
、
或
人
云
、
五
月
泳
髪
、
七
月
一
日
忌
俗
云
、
初
見
暦
林
、
五
月
一
日

泳
髭
良
、
此
日
泳
人
々
明
日
長
命
富
貴
、

E
見
え
、
兵
範
記
に
、
仁
安
三
年
六
月
廿
二
日
、
陣
定
文
に
も
、
「
本
朝
保
憲
暦
林
、
嫌
而
不
採
、
」
と
あ
り
。
な
ほ
、

吾
妻
鏡
に
、
寛
元
二
年
九
月
十
九
日
壬
午
、
大
股
明
春
御
上
洛
事
、
魚
位
馬
前
司
定
員
奉
行
、
有
御
沙
汰
等
、
日
次
事

二
月
一
日
可
有
御
遊
殺
之
由
、
被
思
召
之
島
、
魚
四
不
出
日
之
旨
、
依
有
其
説
、
可
惜
否
、
被
召
同
維
範
、
時
賢
等
朝
区
、

名
定
申
一
去
、
四
不
出
日
勿
論
也
、
但
賀
家
不
陣
之
獄
、
保
憲
暦
林
掠
入
丙
貸
、
丙
午
、
不
可
有
禁
忌
、
二
月
九
日
吉
日
也
、

以
件
日
可
魚
御
入
洛
期
敗
、

な
ど
見
え
花

b
。
著
者
保
憲
の
後
背
在
方
の
撰
び
た
る
暦
林
問
答
序
に
、
「
天
徳
之
末
、
吾
粗
司
暦
博
士
賀
茂
保
憲
、
博
考

大
成
、
而
所
献
之
暦
天
数
不
謹
所
停
、
英
不
規
模
、
」
と
い
へ
る
は
、
こ
の
書
の
事
な
る
ぺ
し
。

著
者
保
憲
は
、
丹
波
介
忠
行
の
子
な

b
。
方
術
の
謹
臭
を
受
り
、
村
上
天
皇
以
下
回
朝
に
仕
へ
、
従
四
位
上
、
天
文
博
士
‘

陰
陽
質
主
計
頭
と
な

b
、
兵
元
二
年
卒
す
。

雑

書

念

家
築
朝
臣
撰

群
書
類
従
本
、
及
び
そ
の
他
二
三
本
は
、
新
書
と
し
た

P
。

陰
陽
に
閲
す
る
も
の
な
れ
ど
、
今
停
は
ら
ざ
れ
ば
、
詳
な
ら
や
。
家
築
こ
の
書
を
白
河
法
皇
に
奏
覧
し
た
る
事
は
、

玉
菜
文
治
三
年
十
一
月
一
日
の
僚
に
、
余
問
宣
憲
等
云
、
家
柴
者
末
代
之
名
士
也
、
市
所
程
之
雑
書
、
奏
関
白
河
院
、

天
下
之
所
用
也
、
而
哉
諸
禁
忌
之
内
、
会
不
哉
丑
目
、

E
見
え
た
h
J
O

著
者
家
柴
は
、
陰
陽
助
賀
茂
道
柴
の
子
に
て
、
賀
茂
氏
系
固
に
「
縫
股
頭
、
暦
博
士
、
陰
陽
頭
、
主
計
頭
、
正
四
位
下
、
」
と

あ
り
て
、
保
延
二
年
、
七
十
一
に
て
卒
去
せ
、
en--d
。
中
右
記
に
、
「
暦
道
之
口
人
也
、
陰
陽
道
之
長
者
也
、
L
と
記
し
た
h
J
。

殺

害

Eo=
一




